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Abstract

 
The purpose of this study was to investigate transformation of the organizational function of women’s athletic team.

The organization function factor of the athletic team surfaced definitely.The following results were obtained:
1. Different organizational function was shown according to each athletic teams.
2. The transformation of the organization function in the athletic team was suggested.
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Ⅰ.緒 言

企業組織は，利益や生産性などの結果を目的とする

組織であり，社員の異動や社会情勢などによっても常

に変化をしていく組織である．企業組織においては，

組織づくりやリーダーシップ，マネジメントの重要性

が指摘されており，一般社会における組織に対するマ

ネジメントなどの研究も盛んに行われてきている．そ

の中でも代表的な研究として，集団が自ら持つ２つの

機能〔Performance（目標達成機能)・Maintenance（集

団維持機能）〕に着目した三隅（1978) のPM 理論，部

下の成熟度により有効なリーダーシップスタイルが異

なることを提唱したP.ハーシー＆K.ブランチャード

（1978) の SL理論の適用は代表的なものとなってい

る．

一方で運動部は，勝利を目的とする集団であるが，

毎年部員が入替り，競技成績やチーム状況などの変化

により，企業組織と同じく常に変わり続けている組織

である．運動部における「PM 理論」「SL理論」に着

目した研究も多く報告されており，すなわち企業組織

と運動部は，目標に向かって変化し続けながら成長し

ていく組織であると えられる．

スポーツマネジメント分野での競技スポーツ集団に

着目した先行研究は，運動部を対象とした藤田による

研究（1980，1981) があげられる．この研究は，競技

的クラブである運動部において，高校・大学の監督の

機能と競技成績との関連について，競技集団のやる気

であるモラール を媒介変数として調査・分析し，モ

ラールと競技成績，監督の機能とモラールの間には高

い相関関係があることを明らかにしている．また，ス

ポーツ集団に固有な部員のモラールや部員の成熟度で

あるマチュリティ との関係を検討した鶴山らによ

る研究（1994，1996，2000) では，従来，運動部

マネジメントは主にリーダーシップだけで論じられて

きた経緯があったが，モラール，マチュリティといっ

た他の組織変数についても，運動部間でそれぞれ違い

が認められている．そこで八丁（2016) は，２つのチー

ムスポーツ系運動部を対象に，部の状況や競技成績を

整理しながら，シーズン前の諸特性や成績などの要因

及び現時点でのモラールを検討している．同じような

競技成績の変動の部であっても部の特性や状況によっ

て，また部内小集団によってモラールは異なることが

示され，さらに同じ小集団内であっても時間の経過に
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よる環境の変化によってモラールは変動することを明

らかにしている．これらは，組織論としての個別の要

因に着目したものであり，運動部における全体的な組

織構造や機能を明らかにしようとした研究はほとんど

行われていなかった．しかし八丁（2014) は，組織形

態，モラール，リーダーシップなどの１つの機能及び

現実的な運営方法ではなく，様々な分野の組織に共通

する基本的，総合的なはたらきを「組織機能」と定義

し，ドラッカーの経営哲学を用いて研究を行った．す

なわち，まだ運動部において報告されていない一般的

な組織や集団の「組織機能」について，基礎的及び探

索的に検討している．４つの運動部を対象に組織機能

の抽出を試みたものの，抽出されたものは現実的な部

の活動を示す組織活動因子であった．しかしながら，

組織活動因子にはドラッカーの定義する組織機能項目

が複数混在していたことから，ここで抽出された因子

を組織活動（機能）と解釈している．すなわち図１ が

示すように，さらに奥底に位置する組織機能抽出の可

能性を認めつつも，まだ正確には捉えきれていないと

している．この結果を踏まえ八丁（2015) は，伝統的

な２つの運動部に焦点を充て，組織機能の抽出を試み

ているものの，やはり明確に捉えることはできなかっ

た．しかしながら，同じ伝統的な運動部であっても部

の状況，組織内要因や固有の要因によって組織活動（機

能）の状況や作用の仕方が異なることを示している．

すなわち，運動部の組織機能は時間の経過や様々な状

況に応じて変容していくことが えられ，縦断的な研

究の必要性を示唆している．

そこで本研究においては，１つのチームスポーツ系

運動部に焦点を充て，組織機能の変容を明らかにする

ことを目的とした．

Ⅱ.研究方法

１.基本的なアプローチ

競技スポーツ集団におけるマネジメント分野の研究

においては，モラールやリーダーシップなどの１つの

要因に着目し，学年や役割といった部内小集団別に比

較，検討する横断的研究が多く報告されている．一方，

池田による研究（2004) では，モラールやマチュリ

ティ，満足度といった固有の要因ではあるものの同じ

部のシーズン前後を対象に比較を行っている．部内小

集団におけるモラールは，目標を達成することにより

シーズン前よりもシーズン後の方が上昇すると思われ

ていたが，目標達成をしたことでシーズン後の主力選

手のモラールは有意に低下したことを報告している．

一方，主力選手の目標達成を目の当たりにした補欠選

手は，シーズン前に比べてシーズン後に上昇を示して

図１ 先行研究における組織機能
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おり，運動部のモラールはシーズン前後で特徴的に変

化することを明らかにしている．このことから池田

（2004) は，横断的研究では基本特性による違いをみ

ることはできるものの，運動部を縦断的に追跡するこ

とで，横断的研究ではみられなかった各組織変数（モ

ラール・マチュリティ・リーダーシップ）の変動がみ

られたことを強調している．運動部という組織は環境

やその時のチームの状況によって変化するものであ

り，今後の運動部研究における縦断的研究の必要性を

示唆している．

２.調査の実施と分析の手順

⑴ 調査項目の設定

調査項目は，池田による運動部の組織論研究

（2004) や，鶴山らによる運動部のマネジメントに関

する研究（1994，1996，2000) などの先行研究を

基に，運動部を一般組織に当てはめ，運動部における

組織機能を検討した八丁による研究（2014，2015) と

同じ設定をした．それらは，基本特性，目標設定，満

足度，モラール，組織機能項目である．基本特性は選

択肢を設け，目標設定については自由記述にて回答を

求め，記述内容を先行研究 において設けられた選択

肢（インカレ出場，関東１部復帰，正選手として試合

に出場，技術・戦術・体力などの競技力向上，チーム

に貢献，競技などに関する知識・資格の習得，部を中

心として充実した生活，その他）を基にカテゴリ化し

た．モラール，組織機能の項目は，「非常に思う」から

「全く思わない」までの５段階評定尺度により回答を求

めた．

さらに，部の活動の満足度を示す項目として，「現在

の部に満足している」「競技成績に満足している」の２

つを設定した．満足度に関する項目についても先行研

究 と同様に「非常に満足」から「満足していない」

までの５段階尺度により回答を求めた．

⑵ 調査概要及び分析の手順

調査は，チームスポーツ系球技種目の大学女子運動

部１つを対象に質問紙によるアンケート調査を実施し

た．対象部の競技成績及び調査時期については表１に

示した．対象部は現在，関東２部リーグに所属し，こ

こ数年の競技成績に大きな変動はみられない．１回目

の調査は，2015年７月に実施した．関東トーナメント，

新人戦でベスト16の結果を残し，１部リーグ昇格を目

指すリーグ戦の前であった．2016年３月に実施した２

回目の調査は，リーグ戦で１部リーグ昇格の目標を達

成することはできなかったものの，関東総合選手権で

準優勝し，４年生が引退したあとであった．３回目は

2016年７月に行い，１回目と同じく新入生が入り，新

人戦でベスト８の結果を残し，１部リーグ昇格を目指

すリーグ戦前の時期であった．シーズン前後の組織機

能の変容を検討するためこの期間に調査を実施し，１

回目107名，２回目90名，３回目91名の回答を得た．回

答数は，アンケート調査実施日に欠席者を除いた部員

全員の人数である．

得られたデータに対し，統計ソフトSPSSにて基礎

集計，基本統計，重回帰分析を行った．組織機能項目

の基本統計（平 値）は組織機能項目を，重回帰分析

においては各満足度を従属変数とし，F検定（分散分

析）を用いて統計的有意性を確認した．また組織機能

に関する24項目の内容の妥当性と情報の単純化・明確

化のために因子分析を行った．因子分析はあらかじめ

25項目の相関行列を算出し，主因子法を選択した．抽

出された各因子の単純構造を得るために，固有値1.0以

上を基準にして因子数を決定し，Nomal-Varimax法

による直交回転を施し，因子負荷量0.500以上の項目を

取り上げて因子として解釈した．抽出された組織機能

因子を基に組織機能の変容を分析・ 察するとともに，

運動部の組織機能研究のあり方を基礎的に検討するこ

ととした．また，抽出された因子が満足度に及ぼす影

響を明らかにするために，抽出された因子を説明変数，

各満足度を目的変数として重回帰分析を行った．

表１ 対象部の競技成績及び調査時期

所属 関東２部リーグ

2013年 関東トーナメント ７位

新人戦 ベスト16

リーグ戦 ２部４位

2014年 関東トーナメント ベスト16

新人戦 ベスト８

リーグ戦 ２部５位

2015年 関東トーナメント ベスト16

新人戦 ベスト16

調査１回目 ７月

リーグ戦 ２部５位

関東総合選手権 準優勝

2016年 調査２回目 ３月

関東トーナメント ベスト16

新人戦 ベスト８

調査３回目 ７月
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Ⅲ.結 果

１.対象部の競技成績及び基本特性

⑴ 基本特性

表２は，対象部員の基本特性を示したものである．

２回目の調査では４年生が引退しており，３学年のみ

である．部内での役割は，試合に主力選手として出場

する正選手，主力ではないもののベンチ入れる（登録

される）補欠選手，ベンチ外の一般選手，スタッフの

４つであり，ベンチに入れる人数が限られているため，

一般選手が全体の約７割を占める多い結果となった．

種目開始時期について最も多い割合を示した項目は，

いずれも小学校低学年であった．

表３は，部員にそれぞれ部の目標と個人の目標を聞

いた結果を示したものである．最も多い割合を示した

部の目標は，３回の調査ともに「関東１部復帰」が多

い回答であった．一方で個人の目標は，「戦術・技術・

体力などの競技力向上」「チームに貢献」「競技などに

関する知識・資格の習得」の回答が多く示された．

⑵ 各満足度

表４は，部の活動における満足度の結果を示したも

のである．現在の部の満足度では３回の調査ともに約

半数が「非常に満足」「満足」であったのに対し，成績

の満足度においては「どちらともいえない」「あまり満

足していない」の回答が多く示された．

⑶ 組織機能項目の基本統計

表５は，組織機能項目の基本統計の結果を調査回別

に比較したものである．「部の規則やルールを守ってい

る」（p＜0.01）の項目は，１回目が最も高い値を示し，

次いで３回目，２回目の順に高い値を示した．「部員一

人一人が明確な目標を持っている」（p＜0.01），「自分

たちの部らしい練習，戦術や方針がある」（p＜0.05）

では，３回目，１回目，２回目の順に高い値を示した．

表２ 対象部員の基本特性

１回目 ２回目 ３回目

N＝107 N＝90 N＝91

f ％ f ％ f ％

学年 １年 3431.83033.32224.2

２年 3633.63640.02325.3

３年 2725.22426.72830.8

４年 10 9.3 0 0.01819.8

役割 正選手 8 7.5 2 2.2 5 5.5

補欠選手 1211.21314.4 7 7.7

一般選手 7671.06167.87279.1

スタッフ 1110.31415.6 7 7.7

種目開始時期 小学校低学年 6459.85156.75257.1

小学校高学年 2927.12730.02527.5

中学生 1312.11112.21415.4

高校生 1 0.9 1 1.1 0 0.0

大学生 0 0.0 0 0.0 0 0.0

表３ 対象者の部における各目標

部の目標

１回目 ２回目 ３回目

N＝107 N＝90 N＝91

f ％ f ％ f ％

インカレ出場 2 1.0 0 0.0 0 0.0

関東１部復帰 9588.88190.08391.2

その他 4 3.7 8 8.9 8 8.8

分からない，無記入 6 5.5 1 1.1 0 0.0

個人の目標

１回目 ２回目 ３回目

N＝107 N＝90 N＝91

f ％ f ％ f ％

正選手として試合に出場 7 6.5 910.01415.4

技術・戦術・体力などの競技力向上 3633.62628.92022.0

チームに貢献 2624.32022.21617.6

競技などに関する知識・資格の習得 2725.21820.03235.2

部を中心として充実した生活 1 0.9 0 0.0 1 1.1

その他 10 9.31718.9 8 8.8

表４ 部の活動における各満足度

１回目 ２回目 ３回目

N＝107 N＝90 N＝91

f ％ f ％ f ％

非常に満足 1614.9 3 3.31415.4

満足 4138.34246.73437.4
現在の部に

満足している
どちらともいえない 3936.43437.83639.6

あまり満足していない 6 5.6 8 8.9 3 3.3

満足していない 5 4.7 2 2.2 4 4.4

非常に満足 0 0.0 0 0.0 7 7.7

満足 424.3 8 8.91314.3
競技成績に

満足している
どちらともいえない 4926.24044.43841.8

あまり満足していない 2845.83134.42123.1

満足していない 26 3.71112.21213.2

68



２.対象とした運動部の組織機能

⑴ 組織機能の検討

組織機能25項目における内容の妥当性と情報の単純

化・明確化のために因子分析を行い，その結果抽出さ

れた因子を表６に示した．全分散量の52.2％が説明さ

れ，５因子が抽出された．第１因子に高い負荷量を示

した項目は「いつも新しい練習やトレーニング法を導

入しようとしている」「いつも新しい戦術や方針を取り

入れようとしている」などの３項目であり，第１因子

を「新たなイノベーション」と命名した．第２因子に

高い負荷量を示した項目は「部員一人一人が目標達成

のために努力している」「学内の他の部と刺激し合って

いる」「部における指導がうまくなされている」の３項

目であり，第２因子を「自己目標管理」と命名した．

同じく第３因子に高い負荷量を示した項目は「部員一

人一人が部活動に真剣に取り組んでいる」「部員一人一

表５ 組織機能項目の基本統計

１回目 ２回目 ３回目

N＝107 N＝90 N＝91

平 値 S.D. 平 値 S.D. 平 値 S.D. F値

１.部員同士よく声を掛け合っている 4.080.754 3.970.694 4.090.7550.812

内部 ２.部内で意見交換をしている 3.710.847 3.720.779 3.740.8280.976

３.部の一体感が感じられる 3.330.919 3.380.787 3.520.9231.188

４.学内の他の部と刺激し合っている 2.931.058 2.931.047 2.871.1180.117

マーケティング 外部
５.自分たちのチームが世間一般に認められて

いる

3.450.690 3.220.731 3.380.9861.998

６.有力な新人部員の勧誘に力を入れている 3.380.797 3.310.856 3.260.8800.507

７.自分たちの意向が反映されている 3.120.876 3.080.768 3.191.0210.342

関係性 ８.部における指導がうまくなされている 3.740.862 3.570.750 3.640.8761.060

９.指導者とよく話をする 3.191.083 3.041.090 3.221.0930.671

10.部員一人一人が部活動に真剣に取り組んで

いる

4.150.750 3.900.849 4.080.8332.411

真摯な態度
11.部の規則やルールを守っている 4.540.603 4.260.663 4.360.6595.078

＊＊
12.雰囲気作りに気を配っている 3.780.816 3.740.728 3.810.7590.180

13.チームの目標を達成するために努力して

いる

3.820.878 3.700.726 3.920.7631.778

14.部員が良いプレーやパフォーマンスをした

ときに誉めている

4.200.636 4.370.529 4.310.6941.910

人は最大の資産である 15.それぞれの部員の貢献を認めている 4.060.878 3.870.737 4.100.7312.236

16.一人一人の部員が大切にされている 3.501.136 3.360.964 3.471.0780.513

17.個人の能力がチームに活かされている 3.460.872 3.440.766 3.590.8430.911

18.部員一人一人が目標達成のために努力して

いる

3.790.869 3.610.682 3.850.8812.018

自己目標管理 19.部員一人一人が明確な目標を持っている 3.790.824 3.460.781 3.880.8286.844＊＊

20.一人一人の部員が改善に努めている 3.480.705 3.430.720 3.430.8180.127

21.部の目標は部全体に浸透している 4.090.996 3.790.966 4.020.9062.621

22.自分たちの部らしい練習，戦術や方針がある 3.770.864 3.620.743 3.970.8883.889＊
伝統（オリジナリティ）

23.チームの伝統的な練習がある 3.640.956 3.460.973 3.700.9721.598

イノベーション 24.いつも新しい練習やトレーニング法を導入

しようとしている

3.730.947 3.910.843 3.760.9231.093

新たなイノベーション
25.いつも新しい戦術や方針を取り入れようと

している

3.640.954 3.810.701 3.780.8541.087

＊＊p＜0.01＊p＜0.05
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人が明確な目標を持っている」「有力な新人部員の勧誘

に力を入れている」の３項目であり，「真摯な態度」と

命名した．第４因子に高い負荷量を示した項目は「自

分たちの意向が反映されている」「一人一人の部員が改

善に努めている」，第５因子は「部の規則やルールを

守っている」「自分たちの部らしい練習，戦術や方針が

ある」であり，それぞれ「人は最大の資産である」「伝

統的なイノベーション（オリジナリティ）」と命名した．

第６因子は解釈不能となり，また「部員が良いプレー

をしたときに褒めている」「それぞれの部員の貢献を認

めている」などの12項目は負荷量が低い項目や複数の

因子に反応を示した項目であり，単純構造を示さない

という因子分析の原則的な理由から除外した．すなわ

ち本研究で設定した組織機能項目のうち，共通の要素

をもたない不適切な項目が除外されたといえる．先行

研究 で抽出された因子は組織活動（機能）であった

が，本研究ではより明確にドラッカーの組織機能が抽

出された．

⑵ 組織機能因子の平 値比較

表７は，組織機能因子平 値を従属変数とし，調査

回別で比較した結果である．統計的有意差がみられた

因子は，「真摯な態度」（p＜0.05），「伝統的なイノベー

表６ 組織機能

第１因子＜F1＞ 新たなイノベーション 33.66％ 負荷量

24 いつも新しい練習やトレーニング法を導入しようとしている 0.745

25 いつも新しい戦術や方針を取り入れようとしている 0.700

３ 部の一体感が感じられる 0.523

第２因子＜F2＞ 自己目標管理 5.76％ 負荷量

18 部員一人一人が目標達成のために努力している 0.626

４ 学内の他の部と刺激し合っている 0.535

８ 部における指導がうまくなされている 0.515

第３因子＜F3＞ 真摯な態度 4.55％ 負荷量

10 部員一人一人が部活動に真剣に取り組んでいる 0.786

19 部員一人一人が明確な目標を持っている 0.713

６ 有力な新人部員の勧誘に力を入れている 0.509

第４因子＜F4＞ 人は最大の資産である 3.19％ 負荷量

７ 自分たちの意向が反映されている 0.639

20 一人一人の部員が改善に努めている 0.501

第５因子＜F5＞ 伝統的なイノベーション（オリジナリティ） 2.78％ 負荷量

11 部の規則やルールを守っている 0.587

22 自分たちの部らしい練習，戦術や方針がある 0.508

第６因子＜F6＞ 2.24％ 負荷量

14 部員が良いプレーやパフォーマンスをしたときに褒めている

15 それぞれの部員の貢献を認めている

１ 部員同士よく声を掛け合っている

５ 自分たちのチームが世間一般に認められている

16 一人一人の部員が大切にされている

23 チームの伝統的な練習がある

21 部の目標は部全体に浸透している

９ 指導者とよく話をする

12 雰囲気づくりに気を配っている

17 個人の能力がチームに活かされている

13 チームの目標を達成するために努力している

２ 部内で意見交換をしている
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ション（オリジナリティ）」（p＜0.05）であった．「真

摯な態度」では，１回目が高く，２回目が低い値を示

した．「伝統的なイノベーション（オリジナリティ）」

においては，３回目が最も高い値を示し，他の組織機

能因子に比べ高い傾向を示したが，それぞれの組織機

能因子における３回の平 値にはあまり差はみられな

かった．

３.部員の満足度に及ぼす組織機能の変容

⑴ 現在の部の満足度に与える組織機能の変容

表８は，現在の部の満足度に対する組織機能因子の

規定力を明確にするために，現在の部の満足度を目的

変数，各因子平 値を説明変数として調査回数別に重

回帰分析を行った結果を示している．有意な規定力を

示した因子は，１回目が「新たなイノベーション」（p＜

0.01），「人は最大の資産である」（p＜0.01），３回目は

「自己目標管理」（p＜0.01），「伝統的なイノベーション

（オリジナリティ）」（p＜0.01）であった．

⑵ 競技成績の満足度に与える組織機能の変容

表９は，競技成績の満足度を目的変数，各因子平

値を説明変数として重回帰分析を行った結果を示して

いる．有意な規定力を示した因子は，２回目が「人は

最大の資産である」（p＜0.05），３回目が「新たなイノ

ベーション」（p＜0.05）「伝統的なイノベーション（オ

リジナリティ）」（p＜0.05）であった．それぞれの組織

機能因子において調査回ごとに異なる規定力を示して

いる．

Ⅳ. 察

１.運動部における組織機能の検討

本研究では，１つの運動部に焦点を充て組織機能を

明らかにし，縦断的に組織機能の変容を分析・ 察す

ることを目的とした．

先行研究 において，ドラッカーの経営哲学を用い

て複数の部をまとめて組織機能因子の抽出を試みた

が，図１ のように抽出された因子は部員の活動を含

んだ組織活動（機能）因子であり，ドラッカーの示す

組織機能は絡み合っており，より奥底にあると えら

れていた．しかし本研究では「真摯な態度」「人は最大

表８ 現在の部の満足度に与える組織機能因子の規定力

１回目 ２回目 ３回目

F値＝10.934＊＊＊ F値＝1.663 F値＝13.934＊＊＊

DF＝５ DF＝５ DF＝５

標準偏

回帰係数

t値

(有意確率)

標準偏

回帰係数

t値

(有意確率)

標準偏

回帰係数

t値

(有意確率)

F1：新たなイノベーション 0.254 2.395＊＊ 0.088 0.670 0.059 0.515

F2：自己目標管理 0.145 1.237 －0.086 －0.573 0.262 2.306＊＊

F3：真摯な態度 0.08 0.769 －0.086 －0.639 0.061 0.543

F4：人は最大の資産である 0.24 2.100＊＊ 0.205 1.443 0.169 1.333

F5：伝統的なイノベーション（オリジナリティ） 0.002 0.021 0.215 1.745 0.255 2.199＊＊

＊＊＊p＜0.001＊＊ p＜0.01

表７ 組織機能因子平 値の比較

１回目 ２回目 ３回目

N＝107 N＝90 N＝91

平 値 S.D. 平 値 S.D. 平 値 S.D. F値

F1：新たなイノベーション 3.57 0.792 3.70 0.581 3.68 0.724 1.060

F2：自己目標管理 3.49 0.762 3.37 0.594 3.45 0.762 0.659

F3：真摯な態度 3.77 0.647 3.56 0.610 3.74 0.624 3.264＊

F4：人は最大の資産である 3.30 0.707 3.26 0.619 3.31 0.829 0.137

F5：伝統的なイノベーション（オリジナリティ） 4.15 0.623 3.94 0.555 4.16 0.633 4.093＊

＊ p＜0.05
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の資産である」「自己目標管理」「新たなイノベーショ

ン」「伝統的なイノベーション（オリジナリティ）」の

５つの因子が抽出され，図６に示すように先行研究

よりもより明確にドラッカーの示す組織機能を抽出す

ることができた．

組織機能をすべて抽出することができたわけではな

いが，複数の部を同一にして検討した先行研究 より

もより明確に組織機能因子を抽出することができたこ

とから，運動部の組織機能は部によってそれぞれ異

なっていると えられる．すなわち運動部という組織

すべてを同一にして組織機能を検討するのではなく，

それぞれの部ごとに組織機能を検討する必要があるこ

とが示唆された．

２.時間の経過による組織機能の変容

満足度に対する組織機能の分析結果から，変容の大

きい因子に着目をした．「現在の部の満足度」では，１

回目は「新たなイノベーション」が大きく作用してい

たのに対し，３回目では「伝統的なイノベーション（オ

リジナリティ）」に変容している（図２）．ここ数年，

１部リーグ昇格の目標が達成できていないため部員が

新しい戦術などを求めていたものの，昨年度関東総合

選手権では準優勝することができたことから，やはり

今までの練習方法や戦術をもう一度徹底すべきだと部

員が思い直し，「伝統的なイノベーション（オリジナリ

ティ）」に変化したことが えられる．もしくは，１回

目の調査の前に新しい戦術などを取り入れたことで満

足度に大きく影響したが，今ではその新しい戦術など

が自分たちの部らしい練習となり，「伝統的なイノベー

ション（オリジナリティ）」に変化したということも推

察される．「自己目標管理」と「真摯な態度」は同じよ

うな変容を示している（図３）．

「競技成績の満足度」においては，３回目の調査で「新

たなイノベーション」がマイナスに，「伝統的なイノ

ベーション（オリジナリティ）」がプラスに作用してお

り，組織機能によっても異なる変容を示した（図４）．

図２ 現在の部の満足度に与える組織機能の変容１

表９ 競技成績の満足度に与える組織機能因子の規定力

１回目 ２回目 ３回目

F値＝0.327 F値＝1.757 F値＝4.229＊＊

DF＝５ DF＝５ DF＝５

標準偏

回帰係数

t値

(有意確率)

標準偏

回帰係数

t値

(有意確率)

標準偏

回帰係数

t値

(有意確率)

F1：新たなイノベーション －0.121 －0.028 0.091 0.704 －0.284 －2.045＊

F2：自己目標管理 0.038 0.260 －0.208 －1.395 0.208 1.512

F3：真摯な態度 0.079 0.621 －0.272 －2.036 0.167 1.236

F4：人は最大の資産である 0.051 0.364 0.315 2.241＊ －0.096 －0.629

F5：伝統的なイノベーション（オリジナリティ） －0.010 －0.085 0.165 1.351 0.369 2.633＊

＊＊p＜0.01＊ p＜0.05

図３ 現在の部の満足度に与える組織機能の変容２
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「自己目標管理」と「真摯な態度」は同じような変容を

示し，シーズン前にはプラスに，シーズン後にはマイ

ナスに機能している（図５）．競技成績が出た後，次の

シーズンに向けて真摯に向き合い，自己目標を設定し

て取り組むことで，昨シーズンよりも良い結果を出し

たいという思いから，この２つの組織機能はシーズン

後にはマイナスに機能することが えられ，対象部に

おけるシーズン前後のマネジメントポイントが示され

た．

以上のことから，同じ運動部であっても時間の経過

により，部分的ではあるものの組織機能は変容するこ

とが示唆された．すなわち，運動部という組織は生き

物であり常に変化していることから，運動部の組織機

能研究においても縦断的に調査・研究することの必要

性を示しているものと えられる．

Ⅴ.結 論

本研究は，これまでの組織機能研究を踏まえ，１つ

の運動部に焦点を充て組織機能を明らかにし，縦断的

に組織機能の変容を分析・ 察することを目的とした．

結果は，以下のように要約される．

図４ 競技成績の満足度に与える組織機能の変容１
図５ 競技成績の満足度に与える組織機能の変容２

図６ 本研究における組織機能
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１.対象とした運動部の組織機能因子がより明確に浮

上し，運動部はそれぞれの部によって組織機能が異

なることが明らかとなった．すなわち，それぞれの

運動部にあった組織機能の検討が必要であることを

示しているものであると える．

２.対象とした運動部における組織機能の変容が示唆

された．

本研究では，１つの運動部を縦断的に調査し，同じ

運動部であっても組織機能は変容することが示され

た．すなわち，運動部研究においてはシーズン及び多

年度にわたる縦断的な研究の継続が必要であり，追跡

研究の重要性が示され，今後のチームスポーツ集団に

おける組織機能の有効性が示唆された．

注釈

（注１） モラール（morale）「ある集団あるいは組織の目

的・目標に対して働く者のいだく満足感，達成意欲な

どの総称．」（経営学大辞典第２版（1999）より抜粋，

P899．）

モラールの先行研究である藤田による「競技的運

動クラブのマネジメント」（1980)，「競技的運動クラ

ブのマネジメント第２報」（1981)のように，本研究

では広義に用いた．

（注２） マチュリティ（maturity）とは，組織の成員や部員

の成熟度を示す．

1977年にP.HerseyとK.H.Blanchardが提唱し

たリーダーシップ条件適応理論において，「マネジメ

ントする人間がどのようなリーダーシップを取るの

が望ましいかというのは，部下の成熟度によって有

効なリーダシップスタイルが異なる」と示されてい

る．（P.HerseyとK.H.Blanchard共著，山本成二，

水野基，成田攻訳，行動科学の展開（1978)より抜

粋．）

マチュリティの先行研究では，鶴山らによる「運動

部の組織特性と組織変数に関する研究－モラール・

リーダーシップ・マチュリティーの関連性に着目し

て－」（2000) などがあげられ，運動部員の成熟度と

して用いられている．
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